研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　職　種　　介護福祉士　　氏　名　吉田　恵美

	期　　間　　平成２０年１０月９日　

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会第１日目 

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】　

１０月９日（木）、精神医学会へ今回初めて行ってきました。

　当苑には、認知症症状のほかに統合失調症といった精神症状を持った方も入所されているため、どんな対応をしているのか、また、活用できるものがあれば現場に活かしていきたいという思いで、聴きにいってきました。

　まずは、会場の広さに圧倒されました。青森県長寿研究会でしか参加した経験がなかったため、全国という事もあり大規模で行われていたことに驚きました。

　私は、発表を経験した事がありましたが、今回の発表を聴講して、発表者が早口であり何を話しているのか聞きづらいところもあった為、今後、発表する機会があれば、ゆっくりとわかりやすいように発表しなければいけないと感じました。発表する際の注意点やパワーポイント作成時のポイントをまとめた用紙を頂いたので、活用していきたいと感じました。

　スライド発表、ポスター発表のほかに、事業者らが展示しているブースもありました。口腔ケアの商品、当苑で使用しているトロミアップとは違った商品、栄養補助食品などをみて周り、各ブースで試供品を頂いてきました。説明の資料も頂き、他の商品内容を見ながら、口腔ケアの方法など南山苑でも使用出来るものがあれば、参考にしていきたいと感じました。

　精神症状の疾患を持った利用者様と接する際、その方の訴えが何を表現しているのかどうしても分からないときがあり、対応できなくなることが多々ありました。また、プログラム提供の際も、集中は出来ずすぐに中断してしまうケースが多くありました。今回の学会の発表を聴講して、精神症状の疾患を持っている方であっても、認知症症状の方々と一緒で、その方にあった対応、プログラムの提供をし、職員側への統一したケアが重要であると改めて実感しました。

　プログラムの取り組みや提供において、課題が多々あるなか、今回参加した学会を機会に、今後、当苑で活かせれるよう他部署とも話し合い、工夫してプログラムを提供し取り組んでいけるように考慮していきたいと思いました。

【内容】

スライド発表

１、高齢者の意欲低下に対する取り組みについて

三重県　橘会　多度あやめ病院

・認知症病棟において、高齢者の意欲低下に対して継続的な数字盤、計算訓練を取り入れ、看護師の統一した姿勢で関わっていくことで、対象者の意欲向上に効果が見られた。

・期間　平成19年5月7日～9月30日

・対象　4名　家族の同意が得られた認知症患者

・方法　対象者と看護師1名、OT1名

　　　　9時30分～11時　週3～4回実施（数字盤・1桁の計算プリント1枚20問）

・結果　

　対象者の注意力の持続があがり、不安な表情やコミュニケーションなどに変化が見られた。しかし、長谷川式簡易スケールでは、変化はみられなかった。前頭前野を刺激、集中力、自信、周囲への関心、喜びなどを引き出し意欲の向上に繋がった。

【考察】

学習訓練の取り組みについてでは、継続的に実施すること、スタッフ側も統一した姿勢で関わること、なかでも一番重要なのは、ほめることが大切であるとお話されていました。当苑では、職員側のやり方にばらつきがあり、統一できていないのが現状であります。当苑での学習教室を行なっている内容については、計算だけでなく、読み書き、数字盤も行なっており、その方に合わせて提供しています。今後は、この事例を参考に対象者の見直し、方法、評価、職員側への指導も再度検討して実施していかなければならないと感じました。

２、回想法における郷土文化の有用性～重度認知症高齢者への心理的ケア～

　　沖縄県　特定医療法人　アガペ会　北中城若松病院

　　・一般に回想法では、記憶を呼び戻すきっかけとなる刺激材料が用いられることがあるが、意思表示が困難な重度の認知症高齢者に対して、生活に根付いていた郷土独自の材料を媒体として回想法を実施した。

　　・期間　平成20年1月～6月

　　・対象　認知症療養病棟

　　・方法　さんしんなどの楽器を使用した音楽療法などで取り組み、材料を掲示するたびに、参加者からの反応をみたり、問いかけと応えのやりとりをしながら実施

　　・結果

　　　対象者の状態に応じた刺激材料（言語的媒体：琉球の短歌・わらべ歌など　非言語的媒体：植物・

民具など）を工夫することで、回想法が認知障害の進行した重度の認知症高齢者にも十分に行う

事が出来た。　

　【考察】

回想法の取り組みでは、郷土文化を取り入れていました。重度認知症の方に言語的媒体（琉球の短歌・琉球の民謡など）、非言語的媒体（シークワァーサーなど）を題材にして、参加者からの反応を見ながら、「音」や郷土文化を取り入れることで、無表情な方でも拍子を打ったりされているとお話されていました。当苑では、季節に合った題材を話題にして行なっています。音を取り入れたものでは音楽療法があり、回想法とは別に行なってきました。これからは、少人数で行なう音楽療法兼回想法、コミュニケーションを交えて実際に取り組んでみたいと考えました。また、郷土文化を取り入れたプログラムは少なく、八戸小唄の合唱や八戸の題材をモチーフにした八戸カルタを使用してのプログラムがあり行なっていました。青森、八戸ならではの郷土にちなんだ話題で取り組めるように、職員側も利用者様の生活環境やその方の好きな食べ物、歌、趣味だった出来事などを把握する事が一番大切であると感じました。また、たとえ回想法でも音楽療法でも、語らなくても唄わなくてもプログラムに参加していただき、笑顔を見せたり、拍手をしたりと何かしら反応している様子を観察しながら、職員側が刺激を与えていくことも必要であると感じました。
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